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   開     議 

 

 

○渋谷佐輔議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、15番、町田

義昭議員の１名であります。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

４号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは順次、ご指名いたします。 

 

 

 梅津善之議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 順位10番、議席番号９番、梅津

善之議員。 

○９番 梅津善之議員 おはようございます。 

 一般質問３日目、一番最初の質問になります。

お疲れのところだと思いますが、最後までよろ

しくお願いしたいと思います。 

 きょうの朝、平野小学校の私の娘、６年生で

すけど、修学旅行に出発しました。天気もよく

てにこにこ行ったわけですが、親に似て何か準

備が遅くて、朝、ばたばたとしてたみたいでし

た。行ってほっとしたのはよかったんですけど

も、ちょうど１年前の５月末ですかね、朝、一

緒にご飯食べると、お父さん、きょう学校行き

たくないという話を、目の前で、おかわりして

ご飯食ったべと言ったのに、おなか痛いんだと、

こう言うわけです。何もどこも悪くないのに学

校行きたくないと、こう言うわけですね。先生

に、ちょっときょうはなんて話ししたら、教頭

先生と担任の先生がすぐお見えになって、１時

間ぐらい話しして連れてってもらいました。次

の週の月曜日も同じようなことがあって、同じ

く先生方がすぐ対応していただいて、連れてい

っていただいた。すごくありがたいなと思って

おりますし、後でなぜだなんていう話を聞いて

みると、私も５月の連休からずっと農作業で忙

しくて話も聞いてる暇もなかったんですけども、

まず、クラスの中で学級委員になれなかったと

か、獅子踊りの踊り子になれなかったとか、自

分ができないことを何かみんなに認めてもらえ

ないのが残念だななんて話を後で聞きました。 

 私は、与えられたことは一生懸命すれば、み

んな見ててくれるんだよなんつう話をさせてい

ただいて、できない、認めてもらえないことを

他人を恨んだり周りの人を恨んだりすることは

ないんだと。自分が認めてもらえないのはみず

からがだめなんだよという話を娘にしました。

本人はわかってるかどうかわかりませんけども、

ほかの誰かが悪いなんて言っても、これ話にな

らないわけで、自分に振り返って、与えられた

ことを一生懸命やることも大切じゃないかなな

んていう話を子供にしたところでございました。

親の心を果たして子供はどれぐらいわかってい

るか、私もなかなか難しくてわかりませんけど

も、悩みながら子育てをしているというところ

でございます。 

 通告に従い質問をさせていただきます。 

 ただいま報道等で茨城県の13歳の女子生徒で

ありますとか、隣の宮城県の仙台市の男子生徒

でございます。いじめが原因か否かは別にして

も、みずから命を落とされたなんていう報道が
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ありました。非常に残念なことだと私も思って

おりまして、大変な時代だななんて思っており

ます。そんなことを考えながら、現在の市内の

小中学校について、いじめなどの問題があるの

かということを、まず教育長からお伺いしたい

と思います。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 おはようございます。 

 ただいま梅津善之議員のほうから、いじめに

ついての問題についてご質問がございました。 

 いじめ問題については、本当に教育界では一

番大きな問題だというふうに考えてございます。

今、ご紹介あった２つの例以外にも大変悲しい

事案というのがずっと続いているわけでござい

ます。本市におきましても、いじめの調査とい

うのを月１回、県で求めてるのは学期１回なん

ですけども、毎月１回、いじめ、それから不登

校にかかわる調査を実施しているところでござ

います。 

 この件に関しましては、昨年の12月の議会に

おきまして、五十嵐智洋議員から、一般質問で

もお答えしてございますけれども、まずはいじ

めということに対する考え方が、平成25年度、

大きく変わったということをご案内のことかと

思いますけれども、いじめ防止対策推進法とい

う法律によりまして、それまでこれはいじめで

あったのかいじめでなかったのか、いわゆる集

団的にどうこうしたのか、継続的にどうこうだ

ったのかというような、それまではさまざまな

条件があったわけでございますけれども、これ

からは、本人がいじめだ、嫌だって感じたら、

これはいじめだというふうにしてカウントして

いこうというふうに大きくいじめの定義が変わ

ったわけでございます。そのいじめの定義に照

らしまして調査いたしますと、例えば、ばかと

言われて、嫌な気持ちになりましたということ

も、当然これいじめということで１件というふ

うに数えます。それから、誰々ちゃんがにらん

でおっかなかったというのも、これもいじめと

してカウントします。網を大きくかけて、その

中に本当に本人が深刻な悩みを抱えてる場合も

ありますので、とにかく全ていじめであるとい

うふうにくくりながら、その中で１件１件丁寧

に指導していこうというふうに変わったわけで

ございます。 

 この新しい定義のもとで、長井市内の小中学

校におけます過去２年間のいじめの認知件数に

ついて申し上げますと、平成27年度につきまし

ては、小学校は45件、中学校が75件、合計120

件でございます。それから、昨年度、平成28年

度につきましては、小学校は29件、中学校が47

件、合計76件となってございます。 

 その内容につきましては、ほとんどが冷やか

された、あるいは嫌なこと言われたというよう

なことでございます。それから、仲間外れにさ

れたというのもございます。それらのいじめに

つきましては、現在も継続して注意深く見守っ

ているケースが２件ほどございますけれども、

それ以外は、いずれも良好な状況にありまして、

全て解消しているというふうに捉えているとこ

ろでございます。 

 以上、長井市内の小中学校におけるいじめの

実態について申し上げさせていただきました。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 いじめの考え方が大きく

変わったということでございます。私もそのと

おりだと思います。何げなく発してる言葉が相

手にとってはすごく傷つくことがあったり、言

ってるほうは何とも思わないで話してるという、

その辺は非常に難しいことだと思うし、ちょっ

とした一言が、子供たち、子供にとっては気に

かかることになるというのが今の子供たちの現

状かななんていうのも、私も認識してるところ

です。 

 今のいじめの問題というのを、教育長、件数

別にあったと言われてましたけども、これに対
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しての後からのフォローであるとか対処とか、

そういうなの事例なんかを、もしおわかりであ

れば、ちょっと教えていただきたいと思います

けど。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 いじめに対する対処の仕方で

ございますけれども、これは、まず、学級等で

アンケートをとります。そのアンケートをもと

に、どういうことを本人が訴えているか、ある

いはおうちからの訴え、保護者からの訴えもご

ざいます。そういうものを全て集約しまして、

各小中学校では、いわゆる生徒指導委員会とい

う委員会がございます。そこにかけながら対策

を協議します。そして、できるだけ速やかに対

応するようにということで指導してるわけでご

ざいますが、学級内で起こるさまざまないさか

いがもとになる、そういういじめと本人が感ず

るものについては、担任の教師が、ホームルー

ム担任等が、十分に、いじめられた子の、どう

いう状況でどういうふうにされたのが嫌だった

のか、あるいはそういうふうに感じたのかとい

うことを詳しく聞き取りまして、あるいは、い

わゆる加害っていいますかね、言ったほうとか、

したほうについても十分聞き取りをして、そこ

で、校長、教頭等が入って、どういうふうに指

導していけばいいかっていう対策をとります。

対策をとった上で、大体は言ったほうはそうい

うつもりでなかったと言うんですけども、言わ

れたほうはものすごく深刻に受け取っているケ

ースっていうのがすごくありまして、その子の

気持ちを、やっぱり教師側が代弁してやり、あ

るいは本人同士対面させることで、ごめんなさ

いという場面をつくったりしながら、多くはそ

こで解決というふうになります。だから、これ

が根が深くなって、長期的に継続する事案がや

はり大変深刻な結果につながってしまうという

ふうに思います。現在は、とにかく早期対応と

いうことで学校現場では取り組んでいただいて

いるということでございます。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 先生方の対応というか、

以前、私たちが生徒、児童としていたときから

見れば、もう全然素早い対応であったり、その

ことを問題視して一人一人に寄り添ってるとい

うのは、すごく私も感じるところです。 

 なかなか難しいのは、いじめてる意識がない

のに相手はそう思ってる子供に、どうやってこ

れはっていうのを伝えてあげるっていうのは、

先生方としてもすごく大変だと思うんでね、俺

は悪いつもりで言ってるんでないといいながら、

受けとめてるほうは、いじめらっちゃという思

いがあったり、それをやっぱり先生方としては

大変でないかななんていうのをすごく感じてる

ところですので、なかなか答えは一つではなく

て、いろんな方法があったりする現状だと思い

ますけども、生徒に寄り添って今後ともご指導

いただければと思っております。 

 ２番目の質問に移りますけども、不登校の現

状や、その理由ということで、学校教育課長に

お願いしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 鈴木博郎学校教育課長。 

○鈴木博郎学校教育課長 不登校の現状や、その

理由についてのご質問にお答えいたします。 

 国や県が不登校の目安としている１年間で30

日以上欠席した児童生徒数を申し上げます。本

市では、平成27年度は小学校が３名、中学校が

22名、合計25名でございます。昨年度、平成28

年度は小学校は５名、中学校が８名、合計13名

となっています。この２年間では小学校で若干

増加しておりますけれども、全体では半減とい

う結果になりました。 

 スクールカウンセラー、教育相談員の配置に

加えて、本市では、昨年度、学校教育支援員の

増員がありました。こういったことが不登校の

減少につながっていると思われます。また、相

談員、支援員の方と、それから学校の先生方と



 

―１３８― 

の情報交換や連携が密になっていること、それ

から、先ほど来出ている早期の対応、そういっ

たものが不登校の減少につながっていると我々

は分析しております。 

 欠席の主な理由ですけれども、集団に入るの

がおっくうであったり、勉強が苦手であったり、

その理由はさまざまであると思われます。最近

気にかかっているのは、親が精神的に不安定で、

十分に子供にかかわれない例がありまして、そ

の精神的不安定さ、そういったものが子供に影

響していると思われるケースが少しふえてまい

りました。そこで、私どもは、悩みのある児童

生徒と、あわせて親や家族へのサポート体制も

整えていきたいと考えております。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 小学校から中学校、27年、

28年と比べてみると、若干数は減っているとい

うことですけども、やっぱり小学校から北中、

南中に進学したときの最初の出だしであったり、

上手に友達づくりができる子、そうでない子で

あるとか、今まで小さな学校でやってきたのが

いきなり３クラスから５クラスになったりとか、

もちろん課長がおっしゃるように、家庭の事情

というのは一番多いのかななんていうことも私

自身も考えているところです。学校でできる範

囲というのはなかなか難しいということがあっ

たり、お子さんじゃなくて親御さんと話をして

いかなきゃいけないことなんつうのが多々あっ

たりするんではないかななんていう感じを受け

てるところです。 

 そういうケースばっかりではないかと思いま

すけども、こういう、教育長に、これはお伺い

したいんですけども、学校の先生という立場、

カウンセラーであったり支援員であったりとい

うことで配置いただいてるいうことでございま

すけども、学校の先生という立場で、子供もも

ちろんですけども、親御さんとの中に入ってい

くのは非常に大変なことでないかななんていう

思いがあるんですけども、その辺はどのように

先生方たちと話して、どういうふうに指導して

いくかなんつうことがあるんでしょうかね、こ

の辺は。教育長、お願いします。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 梅津議員おっしゃいますとお

り、大変家庭の問題に踏み込んでいくっていう

ことは、非常に学校現場といいますか、先生方

にとってもとっても気をつけなきゃいけないっ

ていうか、気を使っているところだというふう

に思います。もちろん関係部局とも連携をしな

がらですけども、ケースによっては、家庭のほ

うにどうしても、例えば朝ご飯食べて来ないの

で、どうも朝から元気がないというようなケー

スも少なからずあるわけですよね。そこでエネ

ルギーが出ないので、どうも学校での活動がう

まくいかない、楽しくないというので、仮にそ

んなケースの場合には、家庭訪問させていただ

いて、保護者の方のほうに、こういう状況なん

ですと。私たちも学校ではその子にさまざま応

援していきますけども、ぜひ家庭でもこういう

ことしていただけませんでしょうかというよう

な形で、これは管理職が同行したりしながら、

担任と、それぞれの家庭の状況違うので、そこ

十分配慮しなきゃいけないんですけども、お願

いしなきゃいけないことは、要するに子供のた

めにということで、そこはお願いさせていただ

いているところでございます。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 教育長おっしゃるように、

なかなか踏み込めないところももちろんあった

りすると思いますし、それぞれの家庭の事情が

あるというのも私自身も理解しておるところで

ございますし、そういうことが、やっぱりむし

ろ、３番目の質問に移るんですけども、先生方

自体もすごく悩んでいらっしゃるんでないかな

なんていう思いがあります。私たちが子供のこ

ろなんつうのは、授業にどっか向いてても、一
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人一人、ほら、次みんなが進むところ、進むん

だなんていう時代で育ってるもんで、そこを一

人一人まで、隅々まで先生方がケアできるって

いうこと自体が100％なんつうわけには当然い

かないわけで、それをどこまで教師としてでき

るか、学校の先生としてできるかっていうのは、

先生方としてもやっぱり悩みでないかななんて

いうふうに思っております。 

 その辺の悩みも含めて、教育長、そのケアな

んつうのも含めて、どのような指導をしていら

っしゃるか、教えていただきたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 先生方の悩みと申しますか、

まず１点目として申し上げたいのは、先生方の

最近の業務内容っていいますか、守備範囲が非

常に広がってきたっていうふうに思います。昔

のようにという言い方は大変アバウトな言い方

ですけども、学習指導と部活動と生徒指導、こ

れだけやっていけばいいとか、そういうことで

はなくて、一人一人の児童生徒に応じた形で教

師が対応していかなきゃいけないということが、

やっぱり最近大きく違ってきたことなのかなと

いうふうに思います。また、学校現場では、そ

れでもとにかく子供たちに力をつけてやること、

とりわけ学力をしっかりとつけてやることは一

番大事な仕事なわけでして、その学力をつける

ためには教材研究をして授業づくりをしなきゃ

いけないというふうに。今、授業づくり自体に

ついても探求型学習であるとか、要するに、新

しい学習指導要領告示になったばっかりですけ

ども、それが数年後実施されるわけですが、そ

ういう方針を前もって受けて研修をして、そう

いう方向の授業づくりをどうしていくかという

のが、学校現場では先生方一番まず今心を砕い

ているところ。 

 それから、２つ目には、やはりいじめや不登

校の問題、これについてそういうものが起きな

いように事前の指導をどういうふうにやってい

くか。言ってみれば生徒指導の範疇に入るんで

すけれども、そういうのを日々積極的な生徒指

導として、学級づくりであったり人間関係づく

り、この辺に心を砕いております。 

 さらには、最近は少なくなったんですが、い

わゆる非行問題って最近余り聞かないわけです

けども、それは、もちろん家庭での指導がしっ

かりしてるということもあるかと思いますけど、

学校のほうでもそういう関係機関、警察等と連

携しながら、いわゆる問題行動等を起こさない

ようにというような指導も、これは先生方、非

常に心を砕いているところでございます。 

 加えまして、さまざまな学校行事であるとか、

それから、中学校であれば部活動等に、やっぱ

り、次の、間もなく中体連の地区大会、土日あ

りますけれども、そこにどういうふうに向かわ

せようか、メニューをどういうふうにしていこ

うかと、体調管理をどういうふうにしていこう

か、そんなこともあるわけです。 

 加えまして、先ほどもありましたけれども、

それぞれの保護者の方々からの要望であったり

問い合わせであったり、これもできるだけ速や

かに答えなきゃいけない。後回しになかなか、

じゃあ、授業終わってからかっていうわけにも

いかないということで、すぐにお答えしなきゃ

ならないというような状況なども場合によって

はございます。そんなことで、教職員の方々は

非常に多忙な毎日を送っているというふうに思

います。 

 そんな中で、当然、悩みを抱える先生も少な

くないというふうに捉えております。学校にお

願いしていることは、悩みをやっぱり一人で抱

え込まないという指導っていいますか、校長先

生や教頭先生にお願いしてるところでございま

すけれども、まずは学校内で話しやすい環境、

こういうことあったんだけど、どうだべって、

自分のとった対応よかったんだろうかなんてい

うことが気軽に話しできる、そういう職場環境
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づくり。休み時間や放課後などにできるだけ校

長、教頭が声かけていただいて、職員とコミュ

ニケーションとっていただく。そして一人一人

の教職員の困り感といいますか、そういうもの

をしっかりと把握していただく。それが学校管

理者としての一つの役目というふうにお願いし

ているところでございます。 

 それから、これは組織的に計画的なんですが、

一人一人の職員の皆さんとは定期的に面談を行

いまして、日ごろの悩みであるとか、それから、

特に自分で目標としてるところとか、頑張って

いるところとか、そういうものをお話しする時

間を、これ本当になかなか時間とれないって現

場のほうでは言ってるところなんですけども、

少ない時間であっても、一人一人とやっぱり面

談をしながら、校長、教頭として悩みを捉えた

り、それから、それに対するアドバイスをした

りという時間をしっかりととるようにお願いし

ているところでございます。 

 それから、なお、今年度から市の予算でお認

めいただきました教職員のストレスチェック制

度、これを実施することになりまして、客観的

に分析を行って、その結果、ストレスを抱えて

いる教職員には専門医の面談指導等ができるよ

うに対策をとったところでございます。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 先生方の指導がすごく広

範囲、もちろん親とのかかわりであったり地域

とのかかわりであったり、非常に苛酷な先生の

仕事というふうなことを私もわかっております

し、夜、学校の職員室、９時ぐらいまでなって

も電気は消えないであるんですよね。先生方全

員が残っているわけじゃないんでしょうけども、

すごく遅くまで毎日いらっしゃるなというの私

も感じておりまして、先月だか先々月だかの報

道等で、学校の先生の時間外の勤務なんていう

ことが大きく報道されておりました。その辺は

教育長、管内の時間外の現状なんていうのをど

のように把握していらっしゃるかお聞きしたい

と思います。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 おっしゃるとおり、大変遅く

までどの学校も電気がついてる状況でございま

す。先生方の時間外勤務の状況につきましては、

毎年調査を行っているところです。今年度分に

つきましても、現在、この６月、特に中体連等

で忙しい時期に調査をかけているところでござ

います。７月上旬にまとめる予定でございます

けれども、今、議員からお話ありました先ごろ

報道されました文部科学省の調査結果でも、教

職員の長時間労働が問題視されていたわけでご

ざいます。本市でも昨年度の結果を見ますと、

全国調査と同様の結果が出ているところです。

昨年の６月の時間外勤務が100時間を超えた教

職員が小学校ではほとんどおりませんでしたけ

れども、中学校につきましては約56％、半分以

上が100時間を超えてございます。教職員の勤

務時間の改善については、非常に大きな問題で

あるというふうに考えているところでございま

す。 

 なぜ中学校に時間外勤務が多いのかと申しま

すと、ご案内のとおり、やっぱり土日の部活動

というのが一番大きな要因になっているのでは

ないかなというふうに思います。やはり部活動

は、これ教育活動でございますので、平日の部

活動、それから土日も含めましてある程度とい

いますか、きちっとした約束の中で健全な部活

動にしていきたいという思いがございまして、

両校の南、北中の両方の校長先生とも大分前か

ら話をしているところでございますが、ルール

づくりをしようということで、今ちょうど動い

ているところでございます。ただ、このルール

づくりは一方的にこうしなさいっていうことで

はなくて、関係者、部活動のコーチであります

とか、それから、県のいわゆる中体連であると

か、そういうところとのさまざまな調整等も必
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要なもんですから、その辺を調整をしながら、

長井市としての部活動のあり方ということきち

っとした形でつくっていきたいというふうに思

っているところでございます。現在は若干学校

によってばらつきがあるところがありますので、

それがまず第一歩かなというふうに考えており

ます。 

 それから、先ほど教職員のストレスチェック

制度の導入につきまして説明をさせていただい

たわけでございますけれども、あわせまして、

長時間労働等によりまして先生方が健康を害す

ることのないように、月80時間を超える勤務状

況の先生、これを中心しながら専門医の面談指

導、これを受けることができる制度も導入して

ございますので、少しでも改善できるように頑

張ってまいりたいというふうに考えてございま

す。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 先生方の大変な事情が今

教育長よりお話がありました。自分たちが中学

校なんかで部活動、毎週のように顧問の先生が

出られて、先生、今思うと休んでる暇なんかな

かったんだろうななんていうことをふっと思っ

たりしますし、100時間を超えるっていうのは、

中学校の場合は部活動のこともあったりすると

思いますし、先生方としてはすごく大変なんだ

ろうなというのはすごくわかります。でも、こ

れを具体的にぱっと変えるなんてことが多分す

ぐはできないと思うし、ことしから南中、北中

の日曜日の部活動はとりあえず休みましょうみ

たいな話をお聞きしてるところですけれども、

例えばやりたいのに練習できないとか、そうい

うのも含めて、教育長はどういうふうにこれか

ら考えていったらいいかっていうのは考えある

でしょうかね、その辺は。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 おっしゃるとおりでございま

して、子供たちの中にはもっとやりたいのに何

でやるなって制限かけるんだという、やっぱり

子供もございます。また、先生方の中にも、自

分の専門の種目を顧問としてやっている方は、

もっとやらせてくれというふうな形で校長のほ

うに申し出があります。ただ、逆に、子供たち

の中には、なぜ必ず参加しなきゃいけないかっ

ていう思いもあるわけです。それから、先生方

の中にも、自分は例えばバスケットの指導はプ

ロだけれども、陸上の指導はあんまり得意じゃ

ない。だけど、顧問の関係で陸上の指導をやっ

てくれというふうにして言われる場合もあるわ

けです。それは人事異動がありますので、大い

にあるわけです。全ての教職員、それから、全

ての生徒が満足できる形っていうのはなかなか

難しいかと思いますが、私としては次のように

考えてます。 

 まず、先ほど申し上げましたとおり、部活動

は、これは教育活動であって、教育活動の一環

であるという立場は、これは間違いなく言わな

きゃいけない。ですから、したがいまして、教

育活動の一環ですから、私は指導経験ありませ

んからという先生にも指導してくださいよとい

うことをお願いしなきゃいけないわけです。一

方で、それが土日も休みなく過度にということ

になると、これは先生方の勤務だけでなくて、

子供たちの体の心配もあります。そこをクリア

するためには、部活動と、それから、いわゆる

クラブチームであったりクラブ組織であったり

スポーツ少年団であったり、そういうものとの

峻別をしていくことかなというふうに思います。

まず部活動は部活動として制限された中で、き

っちりこれは教育活動として行っていただく。

だけど、もっとやりたい子供にとっては、その

ほかのクラブとかそういうのに所属しながら、

それをさらにやっていくと。ここの線引きが大

事なのではないかなというふうに、今のところ

考えているところでございます。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 
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○９番 梅津善之議員 どれが当たりでどれが間

違いだなんてつうことは決してないし、悩みな

がら、やっぱり子供に合わせていろんな機会を

与えながら進んでいくしかないのかななんてい

うことを私も思っておりますし、ぜひ先生方の

残業であったり休日出勤のことも含めて考えて

いただければななんていうことを思っておりま

す。 

 最後の５番目に移らせていただきますけども、

子供たちから見る先生の理想とはなんていうこ

とを書かせていただきました。私の小さいころ

というか、中学校のあたりは、全然今みたいな

教育方針とは全く違うくて、例えば部活動でシ

ュートを落とすと顧問の先生が竹刀を持ってお

尻をだんとたたかっちゃり、さらには大変優秀

な学年であったので、先生がいろんな問題に取

りかかっていろんな問題解決をしてると、次の

朝、全校集会というか、学年集会でいろんな話

を先生から怒られたなんつうこともしょっちゅ

うあったです。それでもやっぱり子供のことを

思って一生懸命指導してくださる先生は、私自

身も今もって感謝してますし、思い出に残って

いるな、なんていうことを思います。 

 近所の先生方から聞くと、今の若い先生は非

常に優秀な先生が多くて、学業が優秀だから教

師として果たしてっていうのがあると。学級崩

壊みたいなクラスがあったりしても、そのこと

を周りの先生に聞くこともできないなんていう

先生がいらして、勉学は非常に優秀なんですけ

ども、クラスをまとめ切れないでいるという悩

みも話せないでいるという。なぜかといえば、

自分が非常に勉強は優秀だったので、人に聞く

ことを知らないという、そんな先生がいるのか

な、なんて私は非常に不思議に思うんですけど

も、中にはそういう先生もいらっしゃるなんて

いうお話もお聞きしました。校長先生であった

り教頭先生であったり、若い先生が子供に寄り

添うような指導ができるような方法なり方策を、

いろんな場を設けて教えていっていただきたい

もんだななんていうことをお願いしておきたい

と思いますけども、教育長、その辺はいかがで

しょうか。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 本当に、教師という職業は、

やはりずっと教え子との関係が続いて、私はす

ばらしい職業だなというふうに思ってございま

す。今、梅津議員からありましたとおり、教師

としての理想像っていうか、それはもうおっし

ゃられてるんじゃないかなと思います。私の感

じっていいますか、これまでの経験の中でです

けども、次のように考えているところです。 

 教師、先生の理想像につきましては、小学校

と中学校では大分ちょっと違う。それから、小

学校でも男の子と女の子と、あと低学年と高学

年、また違うというふうなことがございます。

ちっちゃい子は優しい先生が好きだというふう

によく言います。それから、高学年になると授

業をわかりやすく教えてくれる先生、いいとい

うふうなこと。それから、スポーツが万能な先

生がいいとか、さまざまあります。理想とする

先生はそれぞれ違うようでございますけれども、

やはり教職経験さまざまな先生とも何ていうん

でしょう、いろんな同じ仕事をしながら話をし

てみますと、共通点も随分あるなというふうに

思います。それは一つは昔から変わらないかと

思いますけども、子供たち児童生徒を公平に扱

ってくれる、いわゆるえこひいきみたいなこと

をしないという先生、これはまず絶対条件でな

いかなというふうに思います。 

 それから、２つ目には、これは梅津議員、先

ほどからおっしゃっているとおり、一人一人を

しっかり見てくれる先生です。生徒からしてみ

れば、自分のことをよく見てくれて、いいとこ

ろを褒めてくれたり、それから認めてくれたり、

あるいは落ち込んでいたときに励ましてくれた

り、やっぱりそういう先生、本気で自分のこと
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を考えてくれる先生、これがいい先生だという

ふうに思っているというふうに思います。 

 それから、３つ目には、教え方がしっかりと

できる、教え方が上手な先生、やっぱりこれは、

特に中学校では子供たちにとっては幾つかの条

件の中の大事な一つだと、わかりやすく楽しい

授業をしてくれる。そして、力をどんどん伸ば

してくれる。こういう先生がいい先生だという

ふうなことだろうというふうに私は思います。 

 そういうような先生、先ほど梅津議員のほう

からは、なかなか若い先生、優秀だけども自分

ができないことを認めたくないためにほかの人

に相談できないみたいなことありましたけども、

確かにそういう傾向はなきにしもあらずだとい

うふうに思います。初任研の段階で、これはさ

まざまな教育事務所単位であったり、教育委員

会単位であったり、さまざま研修の場所がござ

いますので、私からも指導をする場面が何回か

あるんですけども、校長先生方からも次のよう

にご指導していただいています。できないのは

当たり前です。幾ら能力があっても最初からい

い授業とかいい生徒指導ができませんというこ

とで、こういうときこうしたいんですけど、そ

れでいいでしょうかというような形で、とにか

く先輩の先生に聞きなさいと、とにかく聞きな

さいと。職場で聞いてくださいというようなこ

とをお願いしてるところです。そして、若手の

教職員をしっかりと、今ちょうど入れかえの時

期でたくさん若手教員入ってきておりますので、

大事に、聞き上手で、しかも自分に自信を持っ

て指導できる、そういう先生を育てていきたい

なというふうに思ってございます。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 教育長おっしゃるとおり、

先生もいろんな先生がいらっしゃる。やっぱり

特色を生かした中で、生徒に寄り添うような、

ぜひ先生方のご指導をお願いしたいということ

と、先生方の悩みを先生方同士で話し合って、

いろんなふうな問題を共有しながら、学校づく

りなり指導に生かしていただきたいと思います。 

 では、２番目の質問に移ります。 

 きのう、おとといの一般質問で市庁舎のこと

について市長からいろいろ答弁がございました

ので、余り私から聞くことがなくなったのかな

なんていうことをちらっと思っておりますけど

も、確認も含めて市長にお伺いしたいと思いま

す。 

 市庁舎の基本構想が出されております。まず

３月も同じようなことを市長にお伺いしてるわ

けですけども、中心市街地活性化計画であると

か、さまざまな計画の中で、かなり場所的なこ

となんつうなは限られてくるんではないかなな

んていうお話もありましたし、きのうの渡部議

員の話ですと、中心市街地から出ることは自殺

行為だなんていうことも、市長、おっしゃられ

ております。さまざまな観点なりいろんな方向

から市庁舎の建設を検討いただきたいというお

話を同じく３月に私しておりますし、これから

だという話も市長からも伺っております。その

面も含めて、市長から答弁いただきたいと思い

ます。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 議員のほうからは、新庁舎の位置については

非常に重要ではないかということで、改めて基

本的な考え方についてというようなご質問でご

ざいます。 

 議員おっしゃるように、まずは４年以内に何

としても行いたいっていうのが市役所側として

の、当局側としての意向です。その理由は、ご

存じのとおり、総務省からの庁舎建設の支援は

４年限りということで、これは念をかなり押さ

れてますので、多分この延長はないんだろうな

っていうふうに思ってますので、何としても４

年以内に建設したいと。そうすれば実質的には

２割の支援をいただけるということでございま
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す。そのことから、まずは新庁舎の位置につい

ては、できれば秋ごろ、遅くとも年内中ぐらい

に決めていかないと、この問題でなかなか議会

はもちろん、市民のご理解がいただけないと、

後々おくれてしまうんじゃないかと思っており

ます。 

 以前にもお話し申し上げておりますが、こと

しフラワー都市交流の総会を私どもであるわけ

ですけども、昨年の静岡県下田市の市長選で、

前の市長は１期目の市長さんだったようなんで

すが、その前の長く務めておられた市長さんの

ときに庁舎を建てると。それは東日本大震災の

こともあって今の市庁舎が危ないと、古いとい

うことで、新たな場所をある程度示しながら次

の市長に変わったと。去年の市長選は庁舎の位

置をめぐっての争点だったと。前市長は破れて、

やっぱり反対派の市長が当選されたと。今どう

なってるかわかりませんけれども、多分庁舎建

てられる状況じゃないんだろうなというふうに

思っています。したがいまして、庁舎の位置に

ついてはしっかりと議論していかなきゃいけな

いと思ってます。できますれば、近々初会合の

新しい特別委員会、こういった中でも、私ども

からのいろんな説明だけではなくて、委員会の

中で庁舎の位置をどうするかということなども

提案、逆にいただければ議論されてですね、大

変ありがたいなというふうに思います。 

 ちょっと前置き長くなったんですが、地方自

治法上も庁舎の位置ということについては、実

は定められておりまして、第４条に定められて

いるということでございますけれども、こうい

う条文があるんですね。事務所の位置を定め、

またはこれを変更するに当たっては、住民の利

用に最も便利であるように、交通の事情、他の

官公署との関係等において適当な考慮を図らな

ければならないということで、第４条第２項に

記載されているということでございます。そこ

で、私ども庁内の検討会スタートいたしまして、

これから、来月、市民の皆様の委員会を設置い

たしまして、その中で市民の皆様からもご意見

をいただくつもりでございますが、６点ほど観

点がございます。 

 重要性の高いところから申し上げますと、ま

ず第１点目は、地方自治法上に基づいて住民の

利便性、交通事情、他の官公署との関係からま

ず設定しなきゃいけない。２点目が安全性でご

ざいます。ハザードマップや活断層等々との配

慮。３番目は早期性、４年以内に建てることが

できる場所かどうかということ。４点目が本来

はもうちょっと高いのかもしれませんけど、経

済性ですね。やはり土地の場所の地価とか、ど

のぐらいの経費がかかるかということも当然こ

れは考えなきゃいけない。あと５点目は、法的

手続でございます。例えば周辺地区に建てます

れば、そのぐらい広い土地ですと農地である可

能性が高いと。そうしますと、農振農用地なの

か、あるいは都市計画区域内の調整区域なのか、

農振農用地でもですね。あるいは開発行為等々

の手続が必要なのかということだと思います。

この５点に加えてもう１点、これは実は非常に

大切なんですが、各種私どもで定めております、

以前から、例えば都市計画マスタープランとか、

もう何十年も前に定められたものあるわけです

ね。それと、最近ですと中心市街地活性化基本

計画とか、この中心市街地活性化基本計画によ

ってかなり恩恵があるわけですね、毎年さまざ

まな面で。ですから、各種計画との整合だと思

っております。 

 そんなことを考えたときに、議員のほうから

は、いろいろ事前にお聞きしますと、市役所の

周辺ということで公共の複合施設を建てると。

その近くに、駅周辺ということは地価も高いし

こだわる必要もないんではないかというような

お話で、それはごもっともだと思います。ただ、

公共複合施設の中に少なくとも子育て関連、あ

るいは健康課等、今、保健センターありますけ
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ども、保健センターはやはり統一すべきだと、

新しい庁舎に、そういうふうに思っております

ので、そうしますと公共複合施設と一体が望ま

しいということを考えて長井駅周辺。議員が事

前にお聞きしたところによりますと、長井駅、

山形鉄道利用して庁舎に来られる方はほとんど

現在いないと思います、確かに。ただ、今後外

から、あるいは都会の方からこちらに戻ってき

ていただくということを考えますと、駅という

のは魅力であろうと。中心市街地活性化基本計

画でも示していますように、例えばこれも道の

駅のオープンのときに考え方を書いてるようで

すね。長井の町に入ってくるには、国道287号

と山形鉄道フラワー長井線が現在は主流だと。

これに西廻り幹線道路というのが出るわけで、

これはできるだけ早くしなきゃいけないと。た

だし、幾ら私ども頑張っても、着工から例えば

平野、西根、致芳、この３つの地区をつながる

ところまでするには、やっぱり早くても30年、

下手すりゃ50年かかるだろうと。通常でいった

場合ですよ。何かウルトラＣができれば、これ

が20年とか30年でできるかもしれませんが、庁

舎は50年から60年使うというふうに考えた場合、

そういった意味からも中心市街地の活性化基本

計画の中にすることが望ましいのではないかと。

ちょうど周りの５地区の真ん中だということだ

と考えているところでございます。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 市長の考え方は十分理解

するわけですけども、今も50年、60年と市庁舎

を使っていくんだっていうようなのもちろんの

ことですし、長い目で見て本当にそこがいいか

どうかっていうのは、もちろん議会としても検

討委員会を設置させていただきましたので、十

二分に検討していきたいと思いますし、議会と

してここがいいなだなんつうことが出せるか否

かは別にしても、お互いいろんな話をした上で、

場所なりいろんなことを検討して進めていけれ

ばなというふうに私は思っておりますので、ぜ

ひお互い議論を重ねて市民に役立つような庁舎

が建てればと思っております。 

 時間もありませんので、次に移らさせていた

だきます。 

 観光振興についてということで、商工観光課

長にお伺いします。 

 一昨年からスタートしましたやまがた長井観

光局の誘客状況はということと、課題はあるの

かということをお聞きしたいと思います。 

 新しく出た、川のみなと長井、道の駅に行っ

てみますと、そこから行けるいろんなメニュー

がたくさん出ております。本当に知らないこと

がたくさんあるんだななんていうことをパンフ

レット見て思いました。その辺も含みで、商工

観光課長にお答えいただきたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 中田浩之商工観光課長。 

○中田浩之商工観光課長 ただいまご質問があり

ました観光局における初年度でございますが、

平成28年度の実績について申し上げます。旅行

商品による誘客数は目標5,000人に対しまして

実績5,805人となりました。立ち寄り観光バス

は94台、3,500人に訪れていただきました。課

題といたしましては、ポータルサイトのセッシ

ョン数は１万3,000ということで、当初の3,000

から４倍の伸びを示しておりますが、観光局の

知名度がまだまだということと、あと現状にお

いては、広告に充てられる予算が少ないこと、

商品数が昨年度は54商品ということで、商品数

がまだ少ないことなどが上げられます。旅行商

品の販売の場合は３カ月先のご提案、販売とい

うことになりますので、今後、市内事業者のご

協力をいかにいただくか、あるいは長井市だけ

でなくて広域の旅行商品をいかにご提案できる

かということと認識しております。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 １年たったばっかりで、

まだ何ともということだと思いますけども、せ
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っかくできた道の駅からの誘客なり商品次第で

は、長井市もいろんなスポットが出てくるんで

はないかななんていうことを思った次第でござ

いますので、お聞きしました。それぞれの課題

はあると思いますので、それを検証して有効な

ものにしてっていただければと思います。 

 ２番目の、これは産業参事にお伺いしたいん

ですけども、置賜広域での誘客が必要だという

ことで、置賜さくら回廊をスタートに、さまざ

まなことをやっていると思います。その中に、

実は置賜三十三観音も生かせないかなんていう

ことを申し上げておきたいなと思っております。

市内には６観音ございます。五十川、森、伊佐

沢の芦沢であると、九野本と時庭、あとは總宮

神社の脇にある観音様の６つがございます。す

ばらしいいわれを持って凛として立っている観

音様でございますので、その辺を誘客に生かせ

ないかということで、産業参事にお伺いしたい

と思います。 

○渋谷佐輔議長 谷澤秀一産業参事。 

○谷澤秀一産業参事 今ご提案ありました置賜三

十三観音、これも広域観光に生かせないかとい

うことにお答えします。 

 これまで平成21年、22年のころなんですが、

山形おきたま観光協議会や旅行関係者が中心と

なりまして、この三十三観音の勉強会が行われ

ておりました。その後、市内の民間事務所、観

光タクシーなどによる置賜三十三観音めぐり、

こういったプランなども取り扱っております。

そして、現在ですが、やまがた長井観光局で、

広域でこの置賜三十三観音を旅行商品をつくっ

てはどうかということで、ことし９月以降の催

行を目指して、今打ち合わせに入ってるという

ことです。このことは平成31年度ぐらいに、こ

の三十三観音のご開帳がありそうだというふう

な情報などもキャッチして関係者と打ち合わせ

を始めているということです。以上から考えま

すと、梅津議員ご提案の置賜三十三観音、これ

は広域観光の地域資源として十分に考えられる

のではないかというふうに思うところでござい

ます。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 たくさん言わなければい

けないこともあったんですけども、またの機会

にと思います。私、森と五十川行ったことない

ので、金子議員に場所を聞いて行ってまいりま

した。すばらしい杉林の中に階段を上っていか

なければいけない観音様でございまして、ちょ

っとお年寄りには大変かななんて思いながらも、

到達したところに、やっぱり手を合わせて無の

境地になって考えると、すっと人生が開けてく

るような気がいたしましたので、パワースポッ

トにでもなればなと思っておりますので、ぜひ

参考にしていただければと思います。以上で終

わります。（拍手） 

 

 

 赤間 広議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位11番、10番、赤間

広議員。 

  （10番赤間 広議員登壇） 

○１０番 赤間 広議員 おはようございます。

公明党の赤間 広でございます。今定例会最後

の一般質問になりました。よろしくお願い申し

上げます。 

 うれしいニュースが６月12日に入ってきまし

た。上野動物園のジャイアントパンダ、シンシ

ンが赤ちゃん１頭を出産したということでござ

います。母子ともに元気であるそうであります。

元気に育っていってほしいものであります。 

 私はこれまでもこれからも市民の声を市政に

届け、実現できるように協力してまいりますの

で、市長を初め、市当局の皆さんには特段のご

配慮をお願い申し上げます。市民の声が身近に


